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検討体制

 委員会名 高速道路の快適性向上に関する調査検討委員会

 検討予定期間 H26年度～H28年度

 委員長 東京理科大学理工学部教授 内山 久雄

 委 員 学識経験者
有識者
各高速道路会社 本社課長等役職者

計 １０名にて構成
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背景と目的

背景
訪日外客の急増、２０２０年開催が決定した東京オリ

ンピックにより急務な検討対策が必要。

目的

本研究は、高速道路に求められる快適性に関し、多
角的な視点にて検討。初年度は、今後増加することが
予測される外国人ドライバーに焦点をあて、要望と実
態を調査、課題の抽出・整理を行う。

4※訪日外客：日本を訪れる外国人のこと
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検討フロー
なぜ訪日外国人はレンタカーで旅をしないのか？

外国人ドライバーが日本の高速道路を走るときの障壁とは？
どうすれば安全、快適に車で旅を楽しむ訪日外国人を増やすことができるか？

現況の把握

ヒアリング調査
・日本政府観光局(JNTO)
・ﾂｰﾘｽﾄｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ(TIC)
・ﾚﾝﾀｶｰ店舗窓口
・外国人留学生等

具体的な課題(障壁)の抽出･整理

レンタカー会社用アンケート項目確定

アンケート調査
・レンタカー会社

行動類型別の障壁とその対応策の検討･提案

対応策のロードマップとその課題

平成26年度

平成27年度
（予定）



ビジット・ジャパン事業開始前と比較し、訪日外国人数は約2.5倍
（2002年：5,238,963人 ⇒2014年：13,413,500人）
2013年に１千万人超
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訪日外客の動向

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

19
64

19
65

19
66

19
67

19
68

19
69

19
70

19
71

19
72

19
73

19
74

19
75

19
76

19
77

19
78

19
79

19
80

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
86

19
87

19
88

19
89

19
90

19
91

19
92

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

訪
日
外
客
数
（
万
人
）

ビジット・ジャパン事業開始

資料：日本政府観光局（JNTO）



アジア諸国からの訪日外客数が、約80％を占める
次いで、北アメリカが約10％、ヨーロッパが約9％
国別の内訳は、韓国、台湾、中国の順で50%以上
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地域別訪日外客数

アジア計, 
8,115,789

ヨーロッパ計, 
904,132

アフリカ計, 
26,697

北アメリカ

計, 981,981 南アメリカ計, 
49,930 

オセアニア計, 
284,886

無国籍・そ

の他, 489

（単位：人）

 国名 訪日客数 割合

韓国 2,456,165 23.7% 韓国語

台湾 2,210,821 21.3% 中国語，台湾語，客家語等

中国 1,314,437 12.7% 漢語（中国語）

米国 799,280 7.7% 主として英語（法律上の定めはない）

香港 745,881 7.2% 広東語、英語、中国語（北京語）ほか

タイ 453,642 4.4% タイ語

豪州 244,569 2.4% 英語

英国 191,798 1.9% 英語

シンガポール 189,280 1.8% 国語はマレー語。公用語として英語、中国語、マレー語、タミール語。

マレーシア 176,521 1.7% マレー語（国語）、中国語、タミール語、英語

言語

出典：公用語は外務省ＨＰ（各国・地域情勢より）

資料：日本政府観光局（JNTO）地域別訪日外客数(2013年) （2014値は未公表）



国際免許はジュネーヴ条約／ウイーン条約に基づいて交付
訪日客数上位１０ヶ国のうち８ヶ国は、日本と同じジュネーブ条約加入
台湾は自国の免許証とともに翻訳文を携帯することで運転が可能
中国、現時点では日本国内での運転ライセンスは発行されない
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国際免許

出典：警察庁HP



ワードクラウドによれば、日本では｢ train ｣が最頻出語
韓国では｢ bus ｣が最頻出語で、日本には無い｢ car ｣も出語

相対的にみて日本国内では外国人旅行者が車を利用していない
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英文ブログから読み取る観光実態

Travel Podとは，世界最大の旅行サイト「Trip
Adviser」を運営する旅行ブログサイト．誰でも無料
でブログ記事を作成することが可能．毎週，50000
を超える投稿がある

１．東京
２．京都
３．大阪
４．広島
５．福岡
６．札幌
７．鹿児島

１．ソウル
２．仁川
３．釜山
４．慶州
５．仁川
６．西帰浦
７．全州

日本 韓国

ワードクラウド（word cloud関数）

単語の出現頻度や属性を元に、大きさの違いで表現し、「言
葉のかたまり」として視覚的に分かるようにしたもの

テキスト収集都市



レンタカー利用を対象とした、定額で周遊可能なＥＴＣ割引を実施中

10

高速道路会社の訪日外客に対する取り組み

出典：独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構HP

東日本高速道路（株）
（ドラ割「Hokkaido Expressway Pass」）

中日本高速道路（株）
「速旅 Central Nippon Expressway Pass」

西日本高速道路（株）
「Kyushu Expressway Pass」



日本政府観光局（ＪＮＴＯ）へ訪問ヒアリングを実施
ＪＮＴＯ香港では積極的な訪日プロモーション活動を展開中
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訪日外客の高速道路利用ニーズ調査

http://www.welcome2japan.hk/differentjapan/index.html



訪日外客がレンタカーを借りる可能性の高い｢成田空港｣にて、レンタ
カー店舗窓口への訪問ヒアリングを実施
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＜日時＞
平成26年10月31日（金）

＜場所＞
成田空港内カウンター並びに周辺店舗の３店舗

＜月利用客数＞
・３０件程度【Ａ社】
・１５０件程度（当該店舗の６割は外国人）【Ｂ社】
・２００件程度【Ｃ社】
・各社とも香港からのお客様が多い

＜主な内容＞

・ライセンス確認のトラブル（ウイーン条約国
や間違った翻訳文の発行）

・｢ＥＴＣ｣と｢一般｣レーンの違い（ゲート手前か
らの連絡もある）

・漢字圏の人は｢一般｣が理解できるので間違
いは少ない

・首都高では相当な数の外国人が煽られ怖い
思いをしている様子

・ほとんどがファミリーユーズで、ビジネスユー
ズは少ない

・欧米の方は予約せずに、アジア系の方は事
前予約したうえで訪問される方が多い
・主要車種には４ヶ国語対応のナビを100％搭

載している。（地図の更新は２年程度だが首
都高等複雑な路線で新規開通があると外国
人は大変混乱する）

毎月相当な数の外国人ドライバーが成田空港を起点に車を利用しており、その多く
は、日本の道路事情に順応する間もなく、高速道路を利用していると推測



在留外国人の高速道路利用実態を調査するため｢外国人留学生｣並
びに｢外国人就業者｣へ対面ヒアリングを実施
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＜日時＞
平成26年10月31日（金）～11月10日（月）

＜ヒアリング対象者＞
・外国人留学生 ７名（中国５、タイ１、チリ１）
・外国人就業者 ３名（韓国３）

留学生（国内運転経験無し）

・日本は先進国なのにこんなに酷い渋滞があるの
か
・休憩施設のトイレがとてもキレイ

就業者（国内運転経験有り）
・料金が高い
・まわりのドライバーの運転マナーがとても良い
・都市高速はまるで迷路のようである
・日本のカーナビは高性能でとても頼りになる

・初めて運転した時は、カーナビまかせで標識を見
る余裕はなかった

言語の問題は、経験や努力によって乗り越えられる
が、休憩施設で提供される食事において、アレル
ギー表示や食材の種別、味付などが判らないことの
方が、宗教上の問題や健康の面でたいへん重要な
項目ではないかとの意見あり
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訪日外客上位（１０ヶ国）の高速道路状況整理【１／２ 】
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訪日外客上位（１０ヶ国）の高速道路状況整理【２／２ 】
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訪日外客上位（１０ヶ国）の高速道路状況まとめ
項目 小項目 日本との差異について

(1)標識

①ＩＣ入口案内標識
（一般道路上）

・アメリカ、イギリス、シンガポール、オーストラリア、マレーシアは母国語表記のみ。
・韓国、台湾、中国、香港、タイは母国語とローマ字の併記となっている

②方向案内標識
（高速道路上）

・日本同様、いずれの国も分岐部の案内標識は、車線毎に方面の記載がある

③速度規制標識
（制限速度）

・日本とアメリカ以外は制限速度を標識にて明記している。なおアメリカは、特別に速
度の制限を設けるとき以外は、電光板の速度標記が消える

④ＳＡ・ＰＡ案内標識
・香港やシンガポールはSAPAといった休憩施設は存在しない。
それ以外の国については、日本同様に、距離と付帯施設が分かる案内標識が存在
また、いずれの国も文字とピクトが混在している。

標識色について ・日本は高速道路上の標識色が緑なのに対し、他の国では、青と緑が混在している

標識矢印の向きについて
・上向きのみ：韓国・台湾・中国・オーストラリア・マレーシア
・上向き下向き混在：アメリカ・香港・タイ・シンガポール・イギリス

(2)車線運用

①通行方向
・右側通行：韓国、台湾、中国、アメリカ
・左側通行：香港、タイ、シンガポール、イギリス、オーストラリア、マレーシア

②車線数 ・日本以外は8車線以上の車線数を有する

③登坂車線設置位置 ・いずれの国も進行方向の内側にあり、速度の低い車が進路変更をする必要がある

(3)ＥＴＣ

①ＥＴＣの有無 ・いずれの国も高速にETCあり

②ＥＴＣレーン案内
・台湾、香港、シンガポール、オーストラリアはフリーフロー方式を採用、それ以外は
日本同様ゲート式である。

ゲート侵入速度 ・ゲート式の進入速度は30km/h以下～15km/h以下である（15km/h以下はタイ）

③料金体系 ・均一方式、対距離方式が混在している
(4)レンタカー ①窓口案内 ・基本的に母国語と英語に対応している
(5)休憩施設 ①設置間隔 ・日本同様、50km間隔に一つという国が多い

(6)その他

①高速道路の英訳 ・主な呼称はExpressway Freeway Motorway

②道路交通関係条約
・中国、台湾以外の国はジュネーブ条約に加盟（上位10ヶ国にウイーン条約加盟国
は無し）



訪日外客にとって、高速道路を利用する上での課題・障壁
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①左側通行が慣れない

②運転免許のハードルが高い

③カーナビが難しい

　・アナウンスの言語

　・地図情報の更新、表記文字

④駐車場料金が高額（月極）

⑤言葉の問題(対人コミュニケーション)

　・SA内のサービスカウンター

　･ガスステーション(給油)

　・SA内の小売り店舗他

⑥ＥＴＣの使い方

　・どのレーンを通ればよいか分からない

　・ＥＴＣカードの使い方

⑦休憩施設の利用

　・どんな食べ物、味付けか(文字だけでは)分からない

　・宗教的理由、アレルギーで食べられないものがある

　・注文の仕方が分からない

　・自販機（商品・おつり）の使い方

　・給油に戸惑った

⑧標識、標示板の意味が理解できない

　・速度規制標識(スピード違反の恐れ)

　・目的地が書いてあるとは限らない

　・矢印の向き

　･経路選択がスムーズにできない

　・ひらがな・カタカナが逆に分かりにくい

⑨路線が複雑で経路が分かりにくい

⑩渋滞がひどい

⑪通行料金が高額

⑫運転マナー(後続車から煽られる)

⑬緊急時対応

　・ロードサービスの依頼

　・非常電話、交通管制センター（警察含む）への連絡

　・三角表示板、発煙筒

課題抽出



問題・要望を正確に把握するため、具体例を記したマトリクス形式とし、
英語・韓国語・中国語（簡体語）・中国語（繁体語）の４ヶ国語版
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アンケート

英語
韓国語

中国語
（繁体）

中国語
（簡体）



調べ始めたばかりの段階ではあるが、か
なりの数の訪日外客が車で旅をされてい
る様子であり、次年度においては、課題項
目を基としたアンケートによる定量的な把
握を行ったうえで、行動類型別の障壁と、
その対応策の検討を実施し、対応策の
ロードマップを作成予定
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まとめ
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